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「
　

．

産
業
政
策

２

（〒

高
報
韓
際
考
絲

（
市

詢
載
４

熊
本
キ

ャ
ン
パ

ス
。
温
度
や
湿
度

が
管
理
さ
れ
た
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム

内

で
、
高
倉
健

一
郎
准
教
授
（
娼
）

が
学
生
た
ち
に
語
り
か
け
た
。

「
落
と
し
た
り
、
傷

つ
け
た
り

し
た
ら
初
め
か
ら
や
り
直
し
だ
か

ら
、
作
業
は
慎
重
に
」

白
衣
姿
で
耳
を
傾
け
る

「
情
報

通

信

エ
レ
ク

ト

ロ

エ
ク

ス
エ
学

科
」
の
５
年
生
６
人
は
早
速
、
半
導

体
生
産
の
実
習
に
取
り
か
か
る
。

半
導
体
の
基
板
と
な
る
直
径
１０
を

の
シ
リ

コ
ン
ウ

ェ
ハ
ー
を
切
断
し

た
り
、
６
０
０
度
以
上
で
蒸
発
さ

せ
た
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
で
電
気
が
通

る
膜
を
作

っ
た
り
、
す

べ
て
手
作

業
の
実
習
は
約
２
時
間
続
い
た
。

米
中
摩
擦
の
激
化
に
よ
り
、
半

ｔ
導
体
は
産
業
全
体
の
盛
衰
を
左
右

す
る
戦
略
物
資
と
な

っ
た
。
台
湾

積
体
電
路
製
造

（
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
）
の

熊
本
進
出
や
北
海
道
で
最
先
端
半

導
体
の
国
産
化
を
目
指
す
ラ
ピ
ダ

ス
な
ど
、
日
本
で
も
半
導
体
産
業

の
再

興

に
向
け
た

機

運

が
高

ま

る
。
し
か
し
、
か

つ
て
世
界
を
席

巻
し
た
日
本
の
半
導
体
産
業
は
国

際
競
争
力
が
低
下
し
、
人
材
基
盤

も
弱
ま

っ
た
。
ル
ネ
サ
ス
エ
レ
ク

ト

ロ
エ
ク

ス
の
佐

々
木
亮
生
産
統

括
部
長
は

「
事
業
の
拡
大
に
転
じ

よ
う
と
す
る
な
か
、

１０
年
後
、

２０

年

後
を

見
据

え
る
と

不
安

に
な

る
」
と
打
ち
明
け
る
。

育
成
が
喫
緊
の
課
題
と
な
る
な

か
、
高
専
を
中
心
と
し
た
九
州
の

取
り
組
み
は
、
国
内
の
先
進
モ
デ

ル
と
さ
れ
る
。
政
府
は
２
０
２
２

年
に
九
州

。
沖
縄
の
高
専
９
校

で

半
導
体
の
生
産
や
開
発
を
担
う
人

材
の
育
成
に
重
点
的
に
取
り
組
む

※
人
数
は
学
生
数
（本
科
）。
現
在
は
全
国
２７
高
専
が
事
業
に
参
加

/

や

酎
料
騨
嘩

つ 人
潮
詢
常
鵬
糀

い
。
台
湾
の
明
新
科
技
大
は
２．
年

に

「
半
導
体
学
院
」
を
新
設
し
た
。

約

２

３

０

０

人

の
学

生

が
所

属

し
、

実
務

経

験
を

持

つ
教

員
約

６０
人

が

即

戦
力

の

エ
ン
ジ

エ
ア

育

成

を

目
指

す

。
実
践
的

な

教

育

へ
の
評
価
は
高
く
、
学
生
と
接

点
を
持
ち
た
い
企
業
の
人
事
担
当

者
が
教
室
前
に
待
ち
構
え
る
こ
と

も
あ
る
と
い
う
。
３
年
の
古
芯
輸

さ
ん
（
２２
）
は

「
学
ぶ
の
は
装
置
の

構
造
や
使
い
方
だ
け
で
は
な
い
。

装
置
の
ト
ラ
ブ
ル
を
想
定
し
た
処

置
な
ど
、
現
場
の
仕
事
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
学

べ
る
」
と
話
す
。

世
界
的
な
半
導
体
工
場
の
建
設

ラ

ッ
シ

ュ
で
人
材
争
奪
戦
も
グ

ロ

ー
バ
ル
に
広
が
る
。
高
レ
ベ
ル
人

材
を
育
成
す
る
台
湾
だ
が
、
給
与

水
準
が
高
い
米
企
業
な
ど

へ
の
流

出
が
悩
み
の
種
だ
。
台
湾
の
王
美

花
経
済
部
長
（
経
済
相
）
は

「
最
先

端
の
製
造
プ

ロ
セ
ス
に
触
れ
ら
れ

る
こ
と
が
重
要
だ
」
と
し
て
、
世
界

ト

ッ
プ
の
技
術
を
持

つ
こ
と
が
人

材
獲
得
に
有
効
だ
と
指
摘
す
る
。

校正回数 =40   最終更新時刻r
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0月 10日
0月 10日

122122

に参力Ⅲする国立高専
(2022年 開始時)

世
界
秩
序
の

一一
イ
行
方

人
材
育
成
「高
専
モ
デ
ル
」

する学生
ら(9月 %日、熊本県合志市の
熊本高専1ヒ 本キャンパスで)

口拠点校 0実践校

方
針
を
決
め
、
熊
本
高
専
と
佐
世

保
高
専

（
長
崎
県
）
を
拠
点
校
に

指
定
し
た
。
両
校
に
は
新
科
目
「
半

導
体
工
学
概
論
」
が
設
置
さ
れ
、

大
手
半
導
体
メ
ー
カ
ー
の
技
術
者

に
よ
る
出
前
授
業
や
工
場
見
学
な

ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。

熊
本
人
は
来
春
に
新
学
部

「
情

報
融
合
学
環

」
を
開
設
し
、
文
系

・

理
系
を
問
わ
ず
に
半
導
体
全
般
を

学

べ
る

コ
ー
ス
を
作
る
。
飯
田
金

広
教
授
（
５９
）
は

「
産
業
を
支
え
る

高
度
な
人
材
を
輩
出
す
る
こ
と
が

地
元
の
大
学
の
責
務
だ
」
と
話
す
。

十十

010001155050.20231010.10760)

0)

ｉ

Ｏく
ド

号
　
ツ

番
ド
リ

ト

ツ
パ

ツ
リ
ン

ケ
バ
イ

チ
ン
ジ

ブ
イ

一

ヨ
学

メ

ジ
文
イ

新科目「半導体工学
概諭」「半導体デバ
イスエ学」を開設

高専。大学・企業が

研究成果を報告し
あうフォーラム主催

】
′

属有明 1054人

熊本 1277人

佐世保 839人

1鹿児島
1044ノ代

北九州
1041ノく

大分

813人

久留米
1056ノ＼

都城

802ノく
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ラピダス、北大、旭 lll高専ナょど48機 B日が

多加。教育カリキュラムの作成や企業

から大学への蘭師派遣などを検討

キオクシア岩手、東北大、一関高専など91機関が

参力fl。 学生向け就業体験や社会人向け語座を実施

キオクシア、名大、岐卑高専など25範関

が参加。工場見学や就業体験などを実施

マイクロン、広島大 、呉高専など

108機関が多畑。関連する研究者の

データベースを作成

TSMCの 子会社やソニー、九大、熊

本高専など90機関が参加。大学・高

奪で爵座を瞬B設

北海道半導体入材
育成挙推蓬協議会

束北半導体・エレクトロニクス
デザイン研究会

(22年 6,,こと弘)

(231:6'1設 弘)

常u増

輸6れ憩品凸

6000人

醒

贔れ魚品

4000人

轟れれ品れ凸

れれれ品品品

1万2000人

を渉空全 旅

オ
3000人

奉

品れ轟齢輸轟

6000人

中‖i地域
｀
卜導体人材

育成等連絡脇I益会
(ユよli',j十した■)

アとづ111導 体人材rド 成等
コンノーシ亨ユ、

Q芝 午 :1'I々

')

れ品れれ品

鍮品魚品

9000人

:11囃地戚半導体IH連溝:雅

1摂興Iれ 1魂会
(P望年11)′ 1,it,)

ケイ
贔品凸
中園・四国

i一‐い| Ⅲャ_′

ヽ
0

ラピダス (言時題十歳四)

が進む新標 (左 )とキオクシアホールディングス提供

キオクシア (路手県北上市)

フラッシユメモリー観運 場の新
標。24捌圏 IL顔顔1兆円

半導体増産 足 うぬ人材
．
　
贈
響
耐
帥
柳
整
雌
韓
翻
胸

で
い
る
。
電
気
自
動
車

（Ｅ
Ｖ
）

や
人
工
知
能

（Ａ
Ｉ
）
の
普
及
に

よ
り
、
今
後
も
需
要
の
伸
び
が
期

待
で
き
る
た
め
だ
。
た
だ
、
そ
の

上
台
を
支
え
る
人
材
を
確
保
で
き

な
け
れ
ば
、
再
び
国
際
競
争
に
敗

れ
か
ね
な
い
。

電
子
情
報
技
術
産
業
協
会

（Ｊ

Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ
）は
昨
年
、▲ラ後

１０
年
間

に
国
内
半
導
体
８
社
で
約
４
万
人

の
人
材
が
必
要
に
な
る
と
試
算
し

た
。台
湾
積
体
電
路
製
造
（Ｔ
Ｓ
Ｍ

Ｃ
）
が
進
出
す
る
九
州
で
９
０
０

０
人
、
最
先
端
半
導
体
の
国
産
化

を
目
指
す
ラ
ピ
ダ
ス
が
新
工
場
建

設
を
進
め
る
北
海
道
と
東
北
で
計

６
０
０
０
人
な
ど
と
推
計
す
る
。

三
菱
総
合
研
究
所
に
よ
る
と
、

３５
年
に
世
界
市
場
で
の
シ
ェ
ア

（占
有
率
）
を
１５
％
ま
で
高
め
る

た
め
に
、
新
た
に
約
２０
万
人
規
模

の
人
材
確
保
が
必
要
だ
と
い
う
。

特
に
製
品
開
発
な
ど
を
担
う

「専

関
技
術
職
」
、
工
場
で
働
く

「生

産
職
」
の
大
幅
な
不
足
が
見
込
ま

れ
て
い
る
。

高
度
経
済
成
長
期
は
、
自
動
車

メ
ー
カ
ー
や
家
電
メ
ー
カ
ー
が
半

導
体
産
業
の
け
ん
引
役
と
な
っ

た
。
製
品
で
使
う
高
性
能
半
導
体

は
国
内
外
で
僑
要
が
大
き
く
、
生

産
増
に
つ
れ
て
半
導
体
人
材
は
増

え
続
け
た
。

し
か
し
、

９０
年
代
以
降
は
安
価

に
Ｉ
産
で
き
る
韓
国
や
台
湾
な
ど

の
半
導
体
メ
ー
カ
ー
が
存
在
感
を

高
め
た
。
日
本
で
は
自
社
製
の
家

電
や
パ
ソ
コ
ン
に
搭
載
す
る
部
品

を
作
る
事
業
部
門
の
一
つ
と
い
う

位
置
付
け
だ
っ
た
た
め
、
業
績
悪

化
に
よ
る
半
導
体
事
業
の
縮
小
や

撤
退
が
相
次
い
だ
。

高
い
技
術
を
持
つ
人
材
は
好
待

遇
に
ひ
か
れ
て
海
外
企
業
へ
流
出

し
、
磯
を
失
っ
た
人
材
は
他
の
業

界
に
雇
用
を
求
め
た
。
２
０
０
０

年
に
２３
・
８
万
人
で
ピ
ー
ク
だ
っ

た
半
導
体
人
材
は
、

１６
年
に
は
１３

・
４
万
人
ま
で
減
少
し
た
。

．
　
目
絆
増
囃
雌
麟
詢
眸
瀬
技

で
進
め
て
い
る
の
が
産
学
宮
の
連

携
だ
。
九
州
で
は
２２
年
３
月
、
国

の
主
導
で
「九
州
半
導
体
人
材
育

成
等
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
」
が
発
足
し
、
各

地
で
同
様
の
協
議
会
の
設
立
が

相
次
ぐ
。
大
学
や
高
専
で
の
講
座

開
設
や
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作

成
な
ど
を
通
じ
て
、
質
と
量
の
両

面
で
必
要
な
人
材
の
育
成
・
確
保

を
目
指
す
。

一
方
、
半
導
体
産
業
の
強
化
を

担
う
各
国
。
地
域
は
、
よ
り
戦
略

的
な
政
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

米
国
は
半
導
体
の
国
内
開
発
・

生
産
を
推
進
す
る
法
律
に
基
づ

き
、
５
年
間
で
５
２
７
億
が

（約

７
・
８
兆
円
）
の
補
助
金
を
支
給

す
る
。
国
立
半
導
体
技
術
セ
ン
タ

ー
を
新
設
し
、
人
材
育
成
を
強
化

す
る
方
針
だ
。

韓
国
は
昨
年
７
月
、
１０
年
間
で

‐５
万
人
の
半
導
体
人
材
を
育
成
す

る
計
画
を
発
表
し
た
。台
湾
で
は
、

他
国
の
学
生
を
採
用
し
や
す
く
す

る
た
め
、
職
歴
が
な
く
て
も
台
湾

の
半
導
体
企
業
に
就
職
で
き
る
よ

う
ビ
ザ
の
要
件
を
緩
和
し
た
と
い

う
。

少子化「理系」奪い合いも

ル
ネ
サ
ス
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
マ
一
こ
フ
ァ

ク
チ
ュ
ア
リ
ン
グ
那
珂
工
場
（茨
城
曝
ひ

た
ら
な
か
市
）
は
半
導
体
の
前
工
程
製

造
事
業
を
行
っ
て
い
る

三菱電機 (広島県栖山:1)

パワー半導体観追工場の新線。22
年4月からE遷。投資願200口円

キオクシア(二重県四日市lD

フラッシど モリー観適工場の新

様。22靱 臨 観 al兆円

富士電機 (青毒lR工所川帥

パワー半導体の新生産ライン。
24年度からE産予定

実験・実習
「
もの作う」学ぶ

高専と高校。大学の関係

東芝 (石川県建築市)

パワー半導鯉 道工場の
新様。24年度稼働予定。
投資願2000E円

高
専

海
外
も
注
目

．
　
成
畔
魏
紳
嚇
輸
難
ω
華

れ
る
高
等
専
門
学
校

（高
専
）

は
、
中
学
卒
業
後
の
１５
歳
か
ら

入
学
可
能
で
、
５
年
間
一
貫
の

高
等
教
育
を
施
す
日
本
独
自
の

国
内
で
は
デ
ジ
タ

ル
化
に
伴
い
、

「理
系
人

材
」
は
業
界
を
超
え
た
奪
い
合
い

に
な
っ
て
い
る
。
少
子
化
の
影
響

で
、
新
卒
採
用
の
確
保
は
各
業
界

で
ま
す
ま
す
難
し
く
な
る
と
見
込

ま
れ
る
。

三
菱
総
研
の
富
下
友
海
氏
は

「日
本
は
海
外
と
比
べ
、
縮
小
し

て
い
く
業
界
か
ら
伸
び
る
業
界
ヘ

の
労
働
者
の
移
動
が
起
き
づ
ら

い
。
労
働
者
が
移
り
や
す
い
環
境

作
り
や
、
他
の
業
界
の
人
材
を
半

導
体
人
材
に
育
成
す
る
リ
ス
キ
リ

ン
グ

（学
び
直
し
）
を
政
策
的
に

進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
」
と

指
摘
す
る
。

教
育
機
関
だ
。
高
度
経
済
成
長

期
に
不
足
す
る
技
術
者
を
養
成

す

る
学

校

と

し

て

誕

生

し

た

が
、
近
年
は
専
門
性
の
高
い
人

材
を
育
て
る
制
度
と
し

て
再
評

価
さ
れ
、
海
外
か
ら
も
注
目
さ

れ
て
い
る
。

最
初
の
高
専
は
１
９
６
２
年

に
開
設
さ
れ
た
。
現
在
は

全
国
に
計
弱

Ｔ

Ｓ
（矩
本
県
巧
陪
町
）

，
Ｎ
ヽ
ヽ 校

（う
ち
国
立
５‐
校
）
あ
る
。

在
学
生
は
約
５
万
６
０
０
０
人

で
、
中
学
３
年
の
約
１
０
０
人

に
１
人
が
進
学
す
る
。

当
初
は
機
械
や
電
気
、
建
築

な
ど
が
中
心
だ
っ
た
が
、
最
近

は
人
工
知
能
や
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
な
ど
の
専
門
人
材
も
養
成

す
る
。
実
験
や
実
習
を
繰
り
返

し
て

「も
の
作
り
」を
学
ぶ
教

育
課
程
は
、産
業
界
か
ら
高
く

評
価
さ
れ
て
お
り
、

ITメ,81〔 16入

就
職
率
は
毎
年
１
０
０
％
近
　
え
る
高
尊
卒
生
は
人
気
が
あ

い
。
部
品
メ
ー
カ
ー
の
採
用
担
　
る
」
と
話
す
。

当
者
は

「手
足
を
動
か
し
て
考
　
　
国
立
高
専
本
科

（５
年
）
を

卒
業
し
た
４
人
に
１
人
は
大
学

に
編
入
学
し
て
い
る
。
大
学
側

も
獲
得
に
力
を
入
れ
て
お
り
、

東
京
大
工
学
部
は
高
専
生
だ
け

編
入
学
を
認
め
、
毎
年
２０
人
近
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半導体受託襲造の新工場。24年末
までに本格稼働け定。投資限1兆円

日本の半導体が世界を席巻した19

80年代は、製造工場の現場に理論を

理解する優秀な技術者がたくさん配

属されていた。製品は高品質で牛彦

効率も良く、日本は半導体産業で世

界のトップグループに入った。一方、

過度に高い品質を求め、市場戦略の

視点に欠けていたため、その地位を

維持することはできなかつた。
日本が半導体立国を目指すのであ

れば、技術を身につけるだけでなく、

社会全体のシステムを見る目を持つ

人材の育成が必要だ。技術者不足だ
からといつて、大学や高等専門学校

0

藝 市場戦略持つ技術者 必要
データ
で見る
世界秩序

東工大学長 益 一 哉 氏

く
が
合
格
す
る
。
早
稲
田
大
も

高
専
を
対
象
と
し
た
編
入
学
指

定
校
推
薦
を
導
入
し
て
お
り
、

担
当
者
は

「高
校
と
異
な
る
教

育
を
受
け
た
高
専
生
は
、
在
校

生
に
と
っ
て
も
い
い
刺
激
に
な

る
」
と
期
待
す
る
。

海
外
で
は
モ
ン
ゴ
ル
、タ
イ
、

ベ
ト
ナ
ム
が
、
主
体
性
を
持
っ

た
技
術
者
を
養
成
す
る
制
度
と

し
て

「Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
」
の
導
入

を
進
め
て
い
る
。
モ
ン
ゴ
ル
の

高
専
で
は
卒
業
生
の
４
人
に
１

人
が
日
本
企
業
に
就
職
し
て
来

日
し
て
お
り
、
人
材
の
供
給
源

に
も
な
っ
て
い
る
。

国
立
高
専
構
構
の
谷
口
功
理

事
長
は

「高
尊
は
、
日
本
の
高

度
経
済
成
長
を
支
え
た
教
育
制

度
と
し
て
諸
外
国
か
ら
注
目
さ

れ
て
い
る
。
社
会
の
課
題
や
要

請
に
素
早
く
柔
軟
に
対
応
で
き

る
の
が
強
み
だ
。
期
待
に
応
え

た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

で、製造技術の教育だけに注力すべ

きではない。

私は高専 3年生の時、ノーベル物

理学蛍を受賞したこ崎玲於奈先生の

講演を聴き、半導体の研究を志した。

半導体の開発には、物理や数学、こ

磁気学などの知識が求められる。製

造や品質雪理では、確率や続計の素

養も欠かせない。いずれも技術者の

上台となるものだ。半導体を入り回

にこれらをしっかり学べば、他分野

ます・ かすや 1975年 、神
戸市立高専卒業。同年、東五
大に編入学。専 Fヨは電子デバ

イス、集積回路工学。

でも活隠できる研究者や技術者にも

なれるはずだ。半導体は国を豊かに

する戦略物資。製造だけでなく、使
い道となる新しい産業も作らなけれ

ばならない。

経
済
部
・
慣
谷
箇
き
、
岡
田
俊
一
、
教
育
部
・

恒
川
良
輔
、
西
郎
経
済
部
・
姫
野
鶴
平
、
バ
ン
コ

ク
支
局
・
井
戸
田
基
志
、
編
成
部
・
北
川
雄
大
、

デ
ザ
イ
ン
部
・
高
積
亜
実
が
担
当
し
ま
し
粍
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